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平成 28 年（2016 年）熊本県熊本地方を震源とする地震 

非常災害対策本部会議（第６回）議事録 

 

日時：平成２８年４月１６日（土）１８：３４～１９：０４ 

場所：官邸４階大会議室 

 

１．内閣総理大臣 発言 

（内閣総理大臣） 

○ 今般の地震により、亡くなられた方は、３０名を超えるに至った。改めて御冥福をお祈りすると

ともに、被災された方々に対し、心よりお見舞い申し上げる。 

○ 被災地では、自衛隊、警察、消防など２万人規模の実動部隊により、懸命の救命・救出活動

が行われている。既に雨が降り始めており、これからますます雨・風が強くなる中、夜間の救

命・救出活動は、極めて困難なものとなると思うが、助けを待っている方がいる。引き続き、

「人命第一」で、全力を尽くされたい。 

○ これから、多くの方々が、避難所で不安な夜を過ごされることになる。水や食料 、毛布など

の「生活必需品」の提供に、万全を期すことはもとより、高齢者や乳幼児等、配慮が必要とな

る方々にも、十分に目配りしながら、「きめ細かな」支援を徹底していくこと。関係機関・被災

自治体が一体となって、できる限りの対応策を講じていくこと。 

○ 強い地震が相次ぐ中、避難の長期化も予想される。住環境の確保なども含め、関係機関が

一体となって、被災者の支援策に万全を期されたい。 

 

 

２．被害状況及び各省庁の対応状況について 

（警察庁） 

○ 被害状況は死者３５名。 

○ 南阿蘇村は孤立状態ではない。 

○ 南阿蘇村河陽地区は、東海大学の寮で死者２名、他は軽傷。 

○ ペンション火の鳥温泉は男女２名が下敷き、捜索中。 

○ 道路については、国道３２５、５７、２６５号の阿蘇大橋近辺以外は通れる。 

○ 警察の活動は、検視部隊と一般部隊。一般部隊は、避難住民の不安を解消するため、特別

自動車警ら部隊（５県２３台）がパトロールしている。 

 

（総務大臣） 

○ 熊本の人的被害は深刻。 

○ 躊躇せずに避難勧告をしてほしい 

○ 大分県は避難勧告せず。熊本県西原村は、避難指示から避難勧告に変更。 
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○ 緊急消防援助隊は本日午前から増加。ヘリは１４→１５、３６１隊→３９６隊（１４４２人）に増強。

すべての隊が今晩中に到着。南阿蘇村で２４１名が救助活動中。 

○ テレコムについて。携帯基地局は３９６局が停波。固定電話は高森町で３００回線不通だが、

住民はすでに避難済みなので大きな影響はない。移動電源車が宇土市に移動中。避難所に

Wi-Fi アクセスポイントを開設中。JCOM 九州は熊本を中心に２２７６０世帯が不通。 

 

（防衛大臣） 

○ 現在１万５千人態勢。航空機６９機、ヘリ２１機、艦艇１１隻、明日以降、２万５千人態勢。益

城町は第８師団が２６０名を患者輸送。南阿蘇村では、第４師団が２８０名を安全な場所に輸

送。 

○ DMAT１５名を入間基地から熊本空港に空輸。 

○ 毛布６，６３０枚、飲料水２１，６００本を輸送。 

○ 月曜日に２万５千人態勢を構築。 

 

（農林水産省） 

○ 保存用パンは、本日 19 時メドで第一便約 3,500 食を出庫予定。熊本県庁からの要請で、通

常のパンを 14 万個提供。水は随時発送を開始。熊本県庁からの要請で水 550mℓ 13 万本を

提供。アルファ化米は 1,000 食分を発送済。プッシュ型の支援の指示があったことから、カッ

プ麺、パン、粉ミルクなどについて手配を開始。 

○ 国営造成ダム及び調整池については、目視検査で異常なしを確認。大切畑ため池について

は、堤体から漏水がないことを確認。放流により、水位を低下中。 

 

（経済産業大臣） 

○ 約 10 万 5000 戸でガスの供給停止中。 

○ 各電力会社の電源車を熊本へ派遣する体制を準備中。電源車派遣の要請があった重要施

設に対して、電源車を優先的に配備する。 

○ サプライチェーンへの影響を分析中 

○ 中小企業の相談窓口を開設し、対応中 

 

（国土交通大臣） 

○ 阿蘇大橋は落橋した 

○ 高速道路、熊本県内 不通区間縮小中 

        大分県内 昼から変わらず 

○ 被害者の旅館等への受け入れ準備 

 

（海上保安庁） 
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○ 熊本県、東海大学農学部に DMAT 輸送 

 

（原子力規制庁） 

○ 玄海等４原発は異常なし 

 

（文部科学大臣） 

○ 学校施設の安全確認のため、東京大学生産研究所教授と職員１名を現地に派遣 

○ 学校設置者に対し、学校施設への被災者受入れに対する最大限の配慮を改めて要請中 

○ 地震調査研究推進本部の地震調査委員会にて地震発生メカニズムを分析予定 

 

（内閣官房長官） 

○ 地元から水、食料の要望強い。具体的にどのように、いつまでやるかを要請すること。 

 

（防災担当大臣） 

○ 雨が降ってきいる。避難勧告、避難指示を空振りを恐れずに実施してほしい。おにぎり、パン、

その他の食料をお願いしたい。避難所へ食料をプッシュ型で８号館から送り出す。リエゾンは

よろしくお願いする。D-MAT もよろしく頼む。 

 

以上 


